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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

新しいがん治療法の一つである光線力学治療法における光線力学治療薬として、昨年度までに光

捕集部位（光アンテナ）として蛍光色素と、活性部位としてC60およびC70をリポソーム膜内に共存

させることにより、光線力学治療法で用いられる波長領域（600～700 nm）の光照射で高い光線力

学活性を持つことが示された。昨年度は、光捕集部位をカルボシアニン系蛍光色素であるDiDから

、DiRに変えたが、性能向上には至らなかった。本年度はリポソームを形成する脂質分子の変更、

ならびに光捕集部位に水溶性部位であるスルホン酸基を持つDiD-DSを用いることで光線力学活性

の向上を目指した。 
まず、膜相転移温度の低い脂質分子であるDMPCを用いた場合、より高いDPPCに比べ、HeLa細

胞を用いた光殺傷能、つまり光線力学活性が高いことが示された。この結果は全ての光捕集部位（

DiDまたはDiD-DS）と活性部位（C60またはC70）の組み合わせについて言えた。この理由は、室温

において膜流動性の高いDMPCのほうが、光捕集部位と活性部位が近接しやすく、よりエネルギー

移動が起こりやすいものと考えられた。一方、光捕集部位をDiD-DSにするとDiDの時に比べ、光線

力学活性の向上が見られた。この理由はDiD-DSの水溶性部位により、色素部位がより膜表面近傍

に存在するため、活性部位がπ―π相互作用によってより膜表面に存在することが考えられ、その

結果バルク溶媒中の溶存酸素との接触確率が増大したものと考えられた。今後これらの知見を元に

さらなる活性の向上を図る。                                                      

 

10. キーワード 
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分） 
（理由） 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
 
 
 
 
 

 
13.研究発表（平成２３年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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